
75

一般国道112号 鶴岡北改良

資 料 ３－８

つ る お か き た
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１．事業の目的と概要（１）

起終点 ：自：山形県鶴岡市宝田

至：山形県鶴岡市大字本田

延長 ：２.０ｋｍ
幅員 ：２８．０ｍ（４車線）

道路規格 ：第３種第１級
設計速度 ：８０ｋｍ/ｈ
都市計画決定 ：平成１０年度
事業化 ：平成１５年度
用地着手 ：平成１６年度
工事着手 ：平成１７年度
全線開通年度：平成２４年度（平成２４年１２月）

○事業目的

○計画概要

国道１１２号は、山形市から酒田市に至る主要幹線道
路である。
鶴岡北改良は、広域交通の円滑な交通流動の確保、鶴

岡市街地の渋滞緩和や交通事故の減少を目的とした４車
線道路である。

つるおかし

つるおかし おおあざほんでん

一般国道７号
鶴岡北改良

位置図

標準横断図
【完成】

[単位：ｍ] 7.0

3.5 3.5

2.03.07.0

3.5 3.5

2.03.5

28.0

3.5

拡大範囲

たからだ

凡 例

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：県道

道路種別

：４車線以上
：２車線

車線区分

その他凡例
：H27交通量

国道112号 鶴岡北改良

L=2.0km

H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

112

112

345

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

(主)藤島由良線

鶴岡ＩＣ

(

自)

鶴
岡
市
宝
田

つ
る
お
か
し
た
か
ら
だ

(

至)

鶴
岡
市
大
字
本
田

つ
る
お
か
し
お
お
あ
ざ
ほ
ん
で
ん

T‘15 6,003台/日
T‘15 11,328台/日

T‘15 15,243台/日

T‘15 19,001台/日

T‘15 11,463台/日

T‘15 2,030台/日

H24.3.24（暫定2車線開通）

T‘15 17,051台/日

T‘15 7,871台/日

T‘15 15,762台/日

T‘15 18,415台/日

７
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H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・
3
・
24
（
暫
定
2
車
線
開
通
）

112

７

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号

鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだ

どう がた

道形交差点

ほう だし

文下交差点
ほん でん

本田交差点

地点②

地点③

地点①

②鶴岡駅方面から見た
鶴岡北改良 （H27.9）

③終点側（酒田方面）から見た
鶴岡北改良 （H27.9）

①起点側（山形方面）から見た鶴岡北改良 （H27.9）

１．事業の目的と概要（２）整備状況

112

７

至 酒田

至 山形

至

酒
田

至 山形

至 酒田

至 山形

どう がた

道形交差点

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：県道
：その他道路

：４車線以上
：２車線

［ 道路種別 ］

［ 車種区分 ］

ほ ん で ん

本田交差点

７

ほ ん で ん

本田交差点

ど う が た

道形交差点
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１．事業の目的と概要（３）開通記事

資料：荘内日報（H25.1.19） 資料：荘内日報（H24.12.22）
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鶴岡北改良 旧道

((一)たらのき代鶴岡線)

開通前 開通後
(百台/日)

Ａ Ｂ

H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・3
・24
（暫
定
2
車
線
開
通
）

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号
鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだ

112

７

２．交通状況の変化（交通量等）

◆鶴岡北改良によって通過交通が直進のみでスムーズに通行でき、通過交通の９割以上が鶴岡北改良を利用。
◆鶴岡北改良開通前(H23)と開通後(H29)を比較すると、旧道の交通量は２割減少し、うち大型車は５割減少。

▼通過交通の路線分担状況

96％

4％

100％

100％

112

７

出典：ETC2.0分析結果
（H29.6）

至 山形市

至 酒田市

▼断面交通量の変化(全車計)

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：県道
：その他道路

［ 道路種別 ］ ［ 車種区分 ］
：４車線以上
：２車線

鶴岡北改良

旧道（(一)たらのき代鶴岡線）

Ａ

Ｂ

所要時間:全国道路・街路交通情勢調査の旅行速度を用いて算出
【整備前:H22、整備後:H27】

Ａ Ｂ交通量観測断面

旧道以外の
転換路線

通過交通の96％が
鶴岡北改良を利用

旧道利用は
２割減少 14 

11 
7 

0

4

8

12

16

鶴岡北改良 旧道

((一)たらのき代鶴岡線)

開通前 開通後
(百台/日)

Ａ Ｂ

▼断面交通量の変化(大型車)

大型車は
５割減少

出典：
【開通前】H23.10
【開通後】H29.11

：交通実態調査(H23.10.27(木))
：交通実態調査(H29.11. 1(水))

▼鶴岡北改良の走行状況（写真①）

写真①

開通前は交差点での
右左折が３回発生

整備前

整備後

開通後は右左折０回
でスムーズに通行

H29.11
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H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・3
・24
（暫
定
2
車
線
開
通
）

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号
鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだ

112

７

ほう だし

文下交差点

どう がた

道形交差点

３．事業効果の発現状況（１）混雑緩和による速度状況の改善

資料：H29ヒアリング結果（沿線企業）

Ａ

Ｂ

道路整備効果の実感の声
●旧道は沿線に店舗が多くて走りづらく、日中も混んでいた。
●今はまっすぐ鶴岡北改良を通れるので利便性が良くなったと感じている

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：県道
：その他道路

：４車線以上
：２車線

［ 道路種別 ］

［ 車種区分 ］

整備前

整備後

渋滞長観測方向

開通後は右左折０回
でスムーズに通行

所要時間は
２分短縮

開通後
4分

（2.0km）

開通前
6分

（2.6km）

開通前は交差点での
右左折が３回発生

▼旧道の交通状況の変化

【開通前】

【開通後】H29.11

①

②

H22.5

出典：プローブデータ 夕ピーク（17～19時）平均速度

▼Ⓐ文下交差点の旅行速度の変化
（旧道：西流入方向・夕ピーク）

開通前：H23.10（平日）
開通後：H28.10（平日）

▼ Ⓑ道形交差点の旅行速度の変化
（旧道：北流入方向・夕ピーク）

23.7

34.9

0

10

20

30

40

50

開通前 開通後

旅
行
速
度(

㎞
／
ｈ)

+11.2km/h

18.1
25.8

0

10

20

30

40

50

開通前 開通後

旅
行
速
度(

㎞
／
ｈ)

+7.7km/h

夕ピークの速度が向上
（11.2km/h向上）

夕ピークの速度が向上
（7.7km/h向上）

出典：プローブデータ 夕ピーク（17～19時）平均速度

開通前：H23.10（平日）
開通後：H28.10（平日）

◆旧道は片側1車線の沿道施設出入りの多い区間であり、文下交差点・道形交差点において混雑による速度低下が発生。
◆鶴岡北改良への交通転換により混雑が緩和し、旧道の速度が向上。
◆通過交通についても鶴岡北改良を利用することで３回の右左折が無くなり、所要時間が２分短縮。

ほんでん

本田交差点

▼所要時間・距離の変化（道形交差点～本田交差点間）
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H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・
3
・
24
（
暫
定
2
車
線
開
通
）

112

７

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号

鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだどう がた

道形交差点

ほう だし

文下交差点
ほん でん

本田交差点

事故集計
区間②

事故集計
区間①

３．事業効果の発現状況（２）事故減少

◆鶴岡北改良開通前、旧道では渋滞や沿道出入り等に起因する追突事故が多く発生。
◆鶴岡北改良開通後、旧道を含めた断面において、死傷事故件数が約２割減少。
◆旧道の死傷事故件数は約５割減少、追突事故は約６割減少と大幅に地域の安全性が向上。

資料：イタルダデータ

56件
29件

14件

56件
43件

0

20

40

60

80

開通前

（H21～H23）

開通後

（H25～H27）

（件）

▼死傷事故件数の変化
区間②
国道112号 鶴岡北改良

区間①
旧道 (一)たらのき代鶴岡線

資料：イタルダデータ

8件
(57%)

5件
(36%)

1件
(7%)

N=14

右折時
追突

人対車両

▼事故類型の変化
【区間②国道112号 鶴岡北改良】

▼事故類型の変化【区間①旧道 (一)たらのき代鶴岡線】

開通後（H25～H27）

※起終点の交差点部については、対象路線で発生した交通事故をそれぞれ集計

41件
(73%)

7件
(13%)

4件
(7%)

2件 (4%) 2件 (4%)

N=56

追突

右折時

出会い頭

その他左折時

16件
(55%)

6件
(21%)

3件
(10%)

2件 (7%)

1件 (3%)
1件 (3%)

N=29

追突

右折時

出会い頭

その他
左折時

正面衝突

※H24については、未整備、暫定2車線供用、完成4車線供用の時期が混在するため集計対象外
整備後は3ヶ年分のみ集計可能であるため、整備前も期間を統一

開通前（H21～H23） 開通後（H25～H27）

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：県道
：その他道路

［ 道路種別 ］ ［ 車種区分 ］
：４車線以上
：２車線

※右折時のうち
2件は道形交差点

断面計２割減少
旧道は５割減少

旧道の
追突事故が
6割減少

▼追突事故が多かった旧道の状況 ▼現在の旧道の状況

【開通前】 【開通後】

① ②

H29.11H22.5
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H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・3
・24
（暫
定
2
車
線
開
通
）

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号
鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだ

112

７

三川町

鶴岡市

庄内町

３．事業効果の発現状況（３）救急医療施設へのアクセス向上

道路整備効果の実感の声
・旧道は片側1車線であり狭いため追い越しが難しく、沿道施設や信号が多くブレーキを
踏む可能性が高い等、搬送時に支障のある区間であった。
・整備された区間は、片側2車線であり追い越しやすく、新しい道路のため振動も少なく、
救急車内での処置もしやすいことから、安定した搬送が可能になった。
・三川町から国道7号経由で鶴岡市内の医療機関に搬送する際は、時間が短縮した。

資料：H29鶴岡市消防本部ヒアリング結果

▼三川町からの救急搬送先内訳（H28）

146件

(60%)26件

(11%)

33件

(14%)

28件

(12%)

9件

(4%)

合計242件

荘内病院
日本海

総合病院

庄内余目
病院

他医療機関

鶴岡協立
病院

約７割は
鶴岡市内の
病院に搬送

出典:鶴岡市消防本部提供資料

15分⇒13分
（2分短縮）

所要時間:規制速度から算出

搬送時間が短縮

鶴岡協立病院
(第二次救急医療施設)

荘内病院
(第二次救急医療施設)

▼追い越しが難しい旧道の状況

片側2車線・信号減少により
安定走行が可能

【開通前】

◆旧道は片側1車線で追い越しが難しいことや、沿道施設や信号によりブレーキを踏むことも多いことから、三川町から
鶴岡市内への救急搬送時に支障となっていた。

◆鶴岡北改良を利用することで走行性向上・所要時間短縮に繋がり、救急搬送時の患者負担が軽減された。

H22.5
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３．事業効果の発現状況（４）沿線開発の促進に寄与

国道112号 鶴岡北改良

県立こころの
医療センター

112

７

ちわら

鶴岡市茅原北土地区画整理事業

鶴岡市茅原北土地区画整理組合の声

ちわら

▼鶴岡市茅原北土地区画整理事業概要

事業期間: H27～H33
面積: 25.0ha
計画人口:573人(212世帯)
保留地: 150区画

(Ｈ29.7～分譲)
整備内容：商業施設、福祉施設

公園、住宅

資料：H29ヒアリング結果

●国道7号、国道112号鶴岡北改良、（一）たらのき代鶴
岡線に囲まれており、幹線交通の要衝としての土地利用が
期待できる。

●現在事業中の（都）鶴岡駅茅原線（H30開通予定）
が開通することにより更に利便性の高い道路ネットワークが
形成される。鶴岡北改良が整備され幹線道路としての機
能が向上し、集客が期待される。

ちわら

ちわら

ち わ ら

ち わ ら

H24.6.27
L=1.5㎞

（4車線開通）

H24.12.21
L=0.5㎞

（4車線開通）

Ｈ
24
・3
・24
（暫
定
2
車
線
開
通
）

(至)鶴岡市大字本田
つるおかしおおあざほんでん

Ｌ=

㎞

国
道

号
鶴
岡
北
改
良

112

2.0

(自)鶴岡市宝田
つるおかしたからだ

112

７

鶴岡中央工業団地

整備後
4分（1.9km）

整備前
8分（3.6km）

所要時間が
４分短縮

鶴岡中央工業団地
へのアクセス向上

沿線企業の声 資料：鶴岡中央工業団地企業ヒアリング結果(H29)

●酒田方面からの通勤や製品等の搬送の際、整備前は旧道
を利用し、大きく迂回していたが、鶴岡北改良整備後は迂
回をしなくても済むため、便利になったと実感している。

県立こころの医療センター
(H27.3開院)

整備前

整備後

ちわら

茅原北
土地区画
整理事業

鶴岡市従業員数
ちわら
茅原北地区従業員数

全体で58百人減の中、茅原北地区では増加傾向

出典：H21、H26 経済センサス

731 
856 

656 598 
0
200
400
600
800
1,000

0
200
400
600
800

1,000

H21 H26

（百人） （人）
鶴
岡
市
従
業
員
数

茅
原
北
地
区
従
業
員
数

ちわら

▼鶴岡市と茅原北地区の従業員数の変化

◆鶴岡中央工業団地は、酒田方面に搬送する際に国道７号へスムーズなアクセスが可能となっている。（４分短縮）
◆また、道路整備と一体となり開発を進めている茅原北地区は、従業員数が増加傾向と道路整備が開発に寄与。
◆現在、茅原北土地区画整理事業がH33完成に向け整備が進められており、幹線交通の要衝としての土地利用促進、従業

員数増加が見込まれる。

鶴岡中央工業団地

所要時間:全国道路・街路交通情勢調査の旅行速度を用いて算出
【整備前:H22、整備後:H27】
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４．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

６．社会経済情勢の変化

５．事業実施による環境の変化

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

７．今後の事後評価及び改善措置の必要性

事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。

○ 夜間人口（鶴岡市） ：H15 事業化当時(H12) 15万人 ⇒ H29 現在(H27) 13万人 （伸び率 0.9） 出典:国勢調査

○ 製造品出荷額（鶴岡市） ：H15 事業化当時(H15) 2,252億円 ⇒ H29 現在(H26) 2,382億円（伸び率 1.1） 出典:工業統計

８．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

○事業評価手法の見直しの必要性については、整備目的の効果を確認していることから、見直しの必要性は無いと
考えるが、今後はビッグデータ等を用いた詳細なデータを活用し、生産性の向上や安全・安心を含めた、生活
の質の向上など、ストック効果に留意した評価に努める。

○また、他事業からの発生土利用等によるコスト縮減を行っており、同種事業への反映に努める必要がある。

○周辺道路の整備状況
・日本海沿岸東北自動車道

・一般国道112号

平成24年 3月 温海～鶴岡 L=25.8km 開通
平成24年10月 象潟仁賀保道路（金浦IC～仁賀保IC） L=6.9km 開通
平成25年度 朝日温海道路（朝日まほろばIC～あつみ温泉IC） L=40.8km 事業化

遊佐象潟道路（遊佐鳥海IC（仮）～象潟IC） L=17.9km 事業化
平成27年10月 象潟仁賀保道路（象潟IC ～金浦IC） L=6.8km 開通

平成24年10月 鶴岡バイパス L=5.9km 開通

○ 昼間人口（鶴岡市） ：H15 事業化当時(H12) 15万人 ⇒ H29 現在(H27) 13万人 （伸び率 0.9） 出典:国勢調査
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